
学校番号 3007 

 

令和２年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

英語 コミュニケーション英語Ⅰ ３ 第１学年 

Revised COMET English 

CommunicationⅠ 

COMET 基本文法 

定着ドリル 

クラウン チャンクで 

英単語 Basic 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・教師から生徒への一方通行な授業にならないように、生徒同士での協同学習ができる環境を作る。 

・単語は何回も繰り返し学習し、学習した単語の定着を測る。 

・簡単な指示だけでなく、挨拶や small talk で英語を話す機会を増やし、All English class を目指す。 

・教科書の内容だけを教えるのではなく、教科書から派生した活動も行いたい。 

 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第１学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅰ」（３単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 
科目・評

価 
学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 

科目・

評価 

・前もって準備し

た上で、日常的

な事柄について

基本的な語や表

現を使って、複

数の文で描写す

ることができ

る。 

・天候、時間、物

の値段など、日

常的に必要な事

柄について、決

まった表現や形

式を用いて尋ね

たり、答えたり

することができ

る。 

C 英語 I 

 

 

質疑応答

への評価 

 

ALT によ

るスピー

キングテ

スト 

・簡単な語や基礎的

な表現を用いて、

身近なこと（好き

なもの、嫌いなも

の、学校生活など）

について３文以上

の文を書くことが

できる。 

 

 

C 英語 I 

 

・小テスト 

・ワークシ

ート 

定期考査 

・ゆっくりはっき

りと発話される

基本的な英文 1

文を聞き取り、

その後リピート

できる。 

 

・ゆっくりはっき

り話されれば、

自分自身や家

族、学校などの

身の回りのこと

について聞き取

ることができ

る。 

C 英語 I 

 

ALT との

TT におけ

る会話 

 

・待ち合わせの時間や

場所といった日常的

な内容のメール文な

ど具体的な事柄につ

いて書かれたものを

読み、理解できる。 

・簡単な語や表現を使

って書かれた短い物

語や身近なトピック

にかんする短い文章

を挿絵や写真を参考

にしながら理解でき

る。 

C 英語

I 

 

小テス

ト 

 

定期考

査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

・TT におけるスピーキングテ
スト（日常会話、学校内での

会話などの状況設定型タス
ク）で意欲・態度・関心を評
価する。（話すこと） 

 
・日々授業内で行われるペ
ア・グループ活動での活動態

度で評価する。 

・定期考査における自由英作 
文問題にて評価する。（書くこ

と） 
 
・相手の発音を理解し、利き

手がそれに対して評価する。 

・定期考査における読解問題
にて評価する。（読むこと） 

 
・各レッスンのまとめにおい
て、文章の展開や論旨が理解

できているか評価する。（読
むこと） 
 

・定期考査において、内容が
理解できているかを判断す

る。 
 
・英語の順序を理解している

かどうか並べ替え問題等で評
価する。 
 

 
 
 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 
 
 
 
４ 学習の活動 

単元 
(配当時
間) 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Get Ready! 

(４時間) 
 

１．ローマ字
の確認 
 
２．品詞を知
る 
 
３．英文のし
くみ 
 
４．２つの動
詞 
 
５．自己紹介 
 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・分からないことに
出会ったら、放置
せずに周りの人に
教わる姿勢を身に
付ける。 

・自分のことを間違
えを恐れず、英語
を使って表現でき
る。 

・自己紹介の内容をワ
ークシート等に記
入する。 

・3 文以上で、自分
のことが表現で
きている。 

 

・ワークシートの 
取り組み状況 

「外国語表現の能力」 

・自己紹介を相手に
通じるように表現で
きる。 

・自己紹介を簡単な英
語で３文以上作る。 

 

・定期テストにおけ
る自由表現問題
において、指定さ
れた文量を超え
て表現できる。 

・定期テストにおけ
る自由表現問題
において、判断す
る。 

「外国語理解の能力」 
・英語の基本的な知
識を把握する。 

・ローマ字表記、品詞、
英文構造、動詞の使い
分け等の基本的知識
を復習する。 

・定期テストにおい
て、英語の基礎知
識に関する出題
に答えることが
できる。 

・定期テストにおい
て、英語の基礎知
識に関する出題
に答えられるか
どうかで判断す
る。 

「言語や文化についての知識・理解」 
・この単元では設定
しない。 

   

Lesson １ 
(４時間) 
 
 

英語を学習す
る意義とは何
か、生徒達が
自分なりの理
由を考え、答
える。 
 
 
 
 
 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
・英語を学ぶ必要性
について関心をも
ち、積極的に自分
の意見を発言す
る。 

 
 
 
 
 

・ペアワークなどのコ
ミュニケーション
活動に積極的に参
加しようとしてい
る。 

・英語を学ぶ必要性
について関心を
もち、積極的に自
分の意見を発言
できている。 

・相手の話を聞く姿
勢や相づちなどを
適切に行うことが
できるかを観察。 



 
 
 
 
 

「外国語表現の能力」 
・本文の内容を簡潔
にまとめて話すこと
ができる。また、現
在形、過去形用いて、
正しい英文を書く。 

・本文の内容に関し
て、時制を意識しな
がら、自分の意見を
簡潔に話すことが
できる。 

・現在形、過去形を
用いて、正しい英
文を書くことが
できる。 

・定期テストの筆記
テストにおいて、
時制を適切に使
えているかを確
認する。 

「外国語理解の能力」 
・本文中の代名詞が
さす内容や注意す
べき表現の意味に
ついて理解する。 

 
 

・本文に例示されてい
る「英語を学ぶべき
理由」について理解
できる。 

 

・本文中の代名詞が
さす内容や注意
すべき表現の意
味について理解
できる。 

・定期テストの筆記
テストにおいて、
文法理解を問う
問題を出題し理
解できているか
判断する。 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・現在形、過去形の
用法を理解してい
る。 
 

・動詞の活用形につい
て、理解し活用でき
る。 

・基本動詞の不規則
変化の活用を覚
えている。 

・小テストで、動詞
の活用形が身に
ついているかを
確認する。 

Lesson ２ 
( ５時間) 
 
 

ユネスコの無
形文化遺産に
登録され、世
界で注目され
る「和食」の
特徴を紹介す
る 英 文 を 読
む。 
 
 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・和食を通じて食に
関心を持ち，和食の
好き嫌いや好きな食
べ物について，積極
的に発言し，相手の
意見を聞く。 

・ペアワークで、自分
の意見を積極的に
発言する。 

・ペアワークなどの
コミュニケーシ
ョン活動に積極
的に参加しよう
としている。 

・ペアワークでの言
語活動を観察す
る。 

 

「外国語表現の能力」 
・助動詞
（can/may/must）
の基本的な用法を
用いて，正しい文
を書く。 

・助動詞
（can/may/must）の
基本的な用法と意
味を確認し、正しい
文を書くことがで
きる。 

・学んだ助動詞を用
いて、簡単に自分
の能力やすべき
ことなどを表現
できる。 

 

・定期テストの筆記
テストにおいて、
理解ができてい
るかどうか判断
する。 

「外国語理解の能力」 
・和食が世界から評
価されていること
や，和食の主な特徴
について理解する。 

・What Do You Think? 
を用いて，和食の好
き嫌いや好きな食
べ物についての意
見を聞き，自分の意
見について簡単な
英語で話す。 

・和食の好き嫌いや
好きな食べ物につ
いての意見を聞き，
自分の意見につい
て簡単な英語で話
すことができる。 

・定期テストの筆記
テストにおいて、内
容理解を問う出題
により、内容理解が
できているかどう
か判断する。 
 
 

「言語や文化についての知識・理解」 
・助動詞の基本的な
用法を用いて，正し
い文を書くことがで
きる。 
・日本や海外の食文
化についての知識を
身につける。 
 

・本文中で用いられて
いる助動詞の意味
や用法を確認する。 

・助動詞の使い方や
使用場面を理解
している。 

 

・言語の使用場面と
働きを意識した
定期テストの筆
記テストにおい
て、知識が身につ
いているかどう
か判断する。 

 
Lesson ３ 
(５時間) 
 
 

友達の言葉に
傷つき、翌日
その友人を無
視してしまっ
たリョウタが
カウンセラー
に相談すると
い う 内 容 か
ら、どのよう
な行動をとる
べきであった
か を 話 し 合

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・男子生徒の悩み相
談に関する本文を
読み，悩みの内容
を理解する。 

・本文を読むことで得
た情報をワークシ
ートに書き取り、ペ
アで伝え合う。 

 
 
 
 
 
 
 

・ペアワークで、お
互いに協力しな
がら会話を続け
ている。 

・ペアワークでの言
語活動を観察す
る。 

 



い、考える。 「外国語表現の能力」 
・進行形（be 動詞＋
動詞の～ing 形）を
用いて，正しい文
を書く。 

・絵や写真を見て、進
行形の表現を使っ
て、状況説明をする
練習をする。 

 

・進行形（be 動詞
＋動詞の～ing 形）
を用いて，簡単な英
語で状況説明をす
ることができる。 

・定期考査におい
て、イラストや写
真の状況を説明
する問題を出題
し、正しく表現で
きているか判断
する。 

「外国語理解の能力」 
・本文中の代名詞が
指す内容や注意す
べき意味について
理解する。 

・ Points to Check
を用いて，本文中の代
名詞が指す内容や注
意すべき意味を確認
する。 

  

「言語や文化についての知識・理解」 
・進行形の使い方、
使用場面を理解す
る。 

 

・本文中で用いられて
いる意味や用法を
確認する。 

・進行形の使い方や
使用場面を理解
し、活用できてい
る。 

・定期テストの筆記
テストにおいて、
知識が身につい
ているか判断す
る。 

Lesson４ 
( ７時間) 
 

日 本 の 学 校
と、ニュージ
ーランドやペ
ルーの学校と
の違いは何か
を読み取り、
異文化の理解
を深める。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・日本の学校と海外
の学校の違いに関
心を持ち，自分た
ちの学校生活につ
いて積極的に発言
し、相手の意見を
聞く。 

・ペアワークで、自分
の学校の特徴を簡
単な英語で相手に
伝える。 

・ペアワークで、自
分の学校の特徴
を簡単な英語で
相手に伝えるこ
とができる。 

・ペアワークでの言
語活動を観察す
る。 

「外国語表現の能力」 
・不定詞の用法を区
別して正しく運用
しながら、自分の
意見を表現する。 

・具体例を出しなが
ら、不定詞の用法の
違いを理解し、自分
で英文を組み立て
る。 

・不定詞の用法を区
別して正しく運
用しながら、自分
の意見を表現す
ることができる。 

・定期テストの筆記
テストにおいて、
内容理解を問う
出題により、内容
が理解できてい
るかどうかを判
断する。 

「外国語理解の能力」 
・単元で取り上げた
海外の学校の特徴を
理解し、お互いに感
想を述べる。 

・How about You? 
 を用いて，学校の休
み時間や始業時間，
放課後の過ごし方
等、簡単な英語で話
す。 

・ペアワークで自分
の意見を簡単な英
語で対応すること
ができる。 

・ペアワークでの言
語活動を観察する。 

「言語や文化についての知識・理解」 
・外国の学校と日本
の学校で同じ点や
異なる点について
知っている。 

・タイトルや扉の写真
から推測される本
文の内容について，
教師と生徒が簡単
な英語でやり取り
する。 

  

Lesson ５ 
( ７時間) 
 
 

日本で初めて
シロクマの人
口哺育に成功
した高市さん
の苦労とはど
んなものだっ
た の か 学 習
し、働くとは
どういうこと
かを考える。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ピースを育てた飼
育員高市さんの挑戦
や苦労について理解
し、身の回りの動物
や飼育員の仕事につ
いて考える。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ペアワークで、自分
の好きな動物とそ
の理由を簡単な英
語で相手に伝える。 

・ペアワークにおい
て、互いに協力し
ながら会話を続
けている。 

・ペアでの言語活動
を観察する。 



「外国語表現の能力」 
・What Do You 

Think? を用いて，
飼っているペット
の話や飼育員の仕
事に対する意見を
聞き，自分の意見
や経験について簡
単な英語で話す。 

・ペアワークで、自分
の意見や経験につ
いて簡単な英語で
話し、簡単な会話を
続ける。 

・ペアワークで、自
分の意見や経験
について簡単な
英語で話すこと
ができる。 

・ペアでの言語活動
を観察する。 

「外国語理解の能力」 
・高市さんとピース
の物語を読んで、そ
のいきさつや苦労な
どを理解する。 

・自分ならどうするか
を考え、自分のペア
と意見を交換する。 

・ペアワークで自分
の意見を簡単な英
語で表現すること
ができる。 

・ペアでの言語活動
を観察する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・動名詞（動詞＋～
ing）の基本的な用
法を用いて，正し
い文を書く。 

・動名詞（動詞＋～
ing）の基本的な用
法について理解し
たうえで，1 文を完
成させる。 

・動名詞（動詞＋～
ing）の基本的な
用法を用いて，正
しい文を書くこ
とができる。 

・定期テストの筆記
テストにおいて、
知識が身につい
ているか判断す
る。 

Lesson６ 
( ７時間) 
 
 

工業高校の生
徒たちが修理
した車椅子を
海外に送る活
動について学
習する。また、
ボランティア
活動について
考える。 
 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・「空飛ぶ車いす」の
活動について関心を
持ち，ボランティア
活動について、理解
を深める。 

・ボランティア活動に
関する意見や体験
を、簡単な英語で表
現し、自分のペアと
意見を交換する。 

・ボランティア活動
に関する意見や
体験を、簡単な英
語で表現し、自分
のペアと意見を
交換し、会話が続
けられている。 

・ペアでの言語活動
を観察する。 

 

「外国語表現の能力」 

・「感謝を表す表現」
を用いて，場面に
合ったやり取りを
する。 

・「Thank you for～」
や「Not at all」を
用いて、場面に合っ
たやり取りをする
ことができる。 

・「感謝を表す表現」
を用いて，場面に
合ったやり取り
をすることがで
きている。 

・定期テストの筆記
テストにおいて、
知識が身につい
ているか判断す
る。 

「外国語理解の能力」 
・工業高校の生徒の
この活動とのかかわ
りや，ある生徒が語
った活動に対する思
いについて理解す
る。 

・自分ならどうするか
を考え、自分のペア
と意見を交換する。 

・工業高校の生徒の
この活動とのかか
わりや，ある生徒が
語った活動に対す
る思いについて理
解できている。 

・ペアでの言語活動
を観察する。 

「言語や文化についての知識・理解」 
・現在完了形
（have[has]＋過
去分詞）の基本的
な用法（継続/経験/
完了）を用いて，
正しい文を書くこ
とができる。 

 

・現在完了形の形や意
味を理解し、正しく
使うことができる。 

・現在完了形の表現
を使って、継続や
経験など、自分の
ことを表現でき
る。 

 

・定期テストの筆記
テストにおいて、
知識が身につい
ているか判断す
る。 

Lesson７ 
( ７時間) 
 
 

 
鳥や魚の群れ
の動きのルー
ルとその産業
界での応用例
を学習し、ま
た身近な例を
話し合う。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・鳥や魚の群れやそ
の行動ルールが応用
される分野について
関心を持ち，そのこ
とを理解する。 
 
 
 
 
 
 
 

・自然界における様々
な現象が実際の社
会にどのように応
用されているのか
を話し合って意見
を交換する。 

・自然界における
様々な現象が実
際の社会にどの
ように応用され
ているのかにつ
いて、自分の意見
が表現できてい
る。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

 



 

「外国語表現の能力」 
・「謝る表現」を用い

て，場面に合った
やり取りをするこ
とができる。 

・謝る表現からそれに
応じる表現まで、一
連の流れをペアワ
ークで練習する。 

・自然な感じで会話
が流れているか
を確認する。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

 

「外国語理解の能力」 

・鳥や魚の群れの行
動ルールがどのよう
な分野に応用されて
いるかについて理解
できる。 

.・ What Do You 
Think? を用いて，
見たことのある鳥
や魚の群れや，知っ
ているロボットに
ついての話を聞き，
自分の経験や知識
について簡単な英
語で話す。 

・自分の意見を相手
に伝えることがで
きている。 
 

・ペアでの言語活動
を観察する。 

「言語や文化についての知識・理解」 
・受け身（be 動詞＋
過去分詞）の基本
的な用法を理解
し、表現ができる。 

 
 
 

・受け身の形と意味を
理解し、能動態の形
から受動態へ表現
方法を変える。 

 

・受け身の形と意味
を理解し、能動態
の形から受動態
へ表現方法を変
えることができ
る。 

・定期テストの筆記
テストにおいて、
知識が身につい
ているか判断す
る。 

Lesson９ 
( ９時間) 
 
 

１７歳でノー
ベル平和賞を
受賞したマラ
ラ・ユスフザ
イさんについ
て、彼女が訴
え続けるメッ
セージとは何
か、人権と教
育を受ける権
利について考
える。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・マララさんの行
動・主張や学校教育
の意義について関心
を持ち，彼女の考え
方を理解する。 

・自分がマララさんな
らどうするか，マラ
ラさんをどう思う
かなど、簡単な英語
で意見を交換する。 

・自分がマララさん
ならどうするか，
マララさんをど
う思うかなど、簡
単な英語で自分
の意見が表現で
きている。 

・ペアでの言語活動
を観察する。 

「外国語表現の能力」 

・本文の内容に関連
して，自分の意見
を簡潔に話す/書く
ことができる。 

・What Do You 
Think? を用いて，
学校で楽しいと感
じるときや日本の
ことわざの英訳な
ど、自分の意見や知
識について簡単な
英語で話す。 

・学校で楽しいと感
じるときや日本
のことわざの英
訳など、自分の意
見や知識につい
て簡単な英語で
話すことができ
ている。 

・ペアでの言語活動
を観察する。 

「外国語理解の能力」 
・本文中の代名詞が
指す内容や注意すべ
き意味について理解
できる。また、時系
列に沿って、本文の
流れを説明できる。 

・Comprehension を
用いて，本文の要点
を確認する。 

・Comprehension
を用いて，本文の要
点を確認し、話の内
容を要約すること
ができる。 

・定期テストの筆記
テストにおいて、知
識が身についてい
るか判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 
・比較表現の基本的
な用法と形を理解
し、活用する。 
 
 
 
 

・比較級の基本的な用
法を理解し、特に形
容詞や副詞におけ
る不規則変化を覚
え、正しく運用す
る。 

・比較級だけでな
く、最上級や同等
比較など、それぞ
れを区別し、適切
に活用できてい
る。 

・定期テストの筆記
テストにおいて、
知識が身につい
ているか判断す
る。 


